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平成20年7月5日

　なお、本プランは限られたデータをもとに、一定の前提にてシミュレーションを行なっ
たものですので、諸条件や経済事情の変化により結果が相違してきます。
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お住まいのご計画－繰上返済による節約効果－  …………………………………………………………………

12
13
14
15

　この診断書は、鈴木様の家族構成や収入・支出の状況、資産内容、今後のご計画等に基づいて将来の収支
（キャッシュフロー）分析を行い、今後の生活設計の指針として役立てていただくためのものです。

本診断書の考え方

基本項目のご確認
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お客様の現在の経済状況と今後の計画を明
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ライフプランの考え方

    【数値の表示について】
・

    【計算基準日について】
・

    【各上昇率について】
・

・

・

・

・

・

    【金融資産について】
・

・

     【退職金・企業年金・死亡退職金について】
・

　　【生活費について】
・

・

・

　　【お住まいについて】
・

　　【使途不明金について】
・

　　【税金について】
・
　■所得税

　■住民税

　■退職所得にかかる税金

　本診断書は、現在の経済状況や将来のご計画をもとに、収支の分析・将来の経済状況の予測を行い、
今後の生活設計に役立てていただくためのものです。

　本診断書では、ご提供頂きましたデータをもとに下記前提にてシミュレーションを行っていますので、諸
条件や経済事情の変化により結果が実際と異なる場合がある事をご了承下さい。

生活費上昇率は0.715％を使用しています。

金融資産の運用率は以下のとおりです。

原則として、物価上昇等を加味した将来の貨幣価値で表示しています。

物価上昇率は-0.060％を使用しています。

給与上昇率は1.201％を使用しています。

作成日の年度末(３月３１日)を計算基準日としてプランを作成しています。

教育費上昇率は0.680％を使用しています。

　　■流動性資産：0.50％　　■確実性資産：3.0％　　■利殖性資産：7.0％

賃貸の場合の家賃上昇率は0.60％を使用しています。

世帯主死亡時の遺族の生活費割合は70％、子供独立時は70％とします。

「退職後の生活費」の設定がない場合には現状の生活費を引き続き計上して計算します。

年間の経常的な収支の黒字分のうちで積立にまわさない金額は、使途不明金としてその他支出に計上し
ています。

税金は以下の項目を考慮して簡易的に計算を行なっています。

年間の経常的な収支の黒字分のうち3000万円を積立てることとし、また、赤字の場合は金融資産を取り崩
すこととします。

金融資産は、預貯金・投資信託・株式等を想定していますので、不動産など価額の大きな変動が見込まれ
るものは考慮していません。

住宅取得予定がある場合にはその物件価格に諸経費を加えた金額が取得金額となります。

あくまでも現在の水準であり概算の金額です。

生活費は、教育費や住宅費、生命保険料等を除いた金額です。
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ライフプランの考え方

　　【社会保険料について】
・
　■厚生年金保険

　■健康保険（政府管掌）

　■雇用保険

　■国民年金保険

　■国民健康保険

　■介護保険

　　【公的年金について】
・

・

・

・

　　【平均標準報酬月額/平均標準報酬額について】
・

・

【給与上昇率】

年齢 金額 上昇率 年齢 金額 上昇率

世帯主年齢 金額 上昇率

高年齢雇用継続給付を加算、さらに在職老齢年金との支給調整を考慮した金額を表示しています。

社会保険料は以下の項目を考慮して簡易的に計算を行なっています。

老齢年金の受給額を直接設定した場合でも、遺族年金額は入力された加入歴に基づき計算します。

平成２０年度価額（物価スライド特例年金額）にて計算しています（加入歴による自動計算時）。

S36.4～S61.3の被用者年金加入者の配偶者(20～60)で任意加入しなかった期間（現夫に対する配偶者ｶ
ﾗ期間）は、結婚年月日が設定されていない場合には反映されません。

初任給は統計値データを使用しています。退職時給与は現在の年収に給与上昇率を乗じて計算を行
なっています。

入社当時の初任給から退職時までの生涯賃金の平均額です。
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基本項目のご確認(1)

鈴木様のおもな経済状況と今後の計画は次のとおりです。
計算基準日：

□ 現在の金融資産残高 計 流動性資産 (積立割合 )

確実性資産 (積立割合 )

利殖性資産 (積立割合 )

現在積立可能な金額: 年間収支の黒字分のうち3000万円を積立にまわすこととします。

□ 世帯主の年収 現在 退職 退職金
(転籍年齢 退職金 )

転籍後の収入基準

□ 配偶者の年収 現在 退職 退職金

□ 生活費(住宅費・教育費を除く） 万円/月 ( 年間 万円/年 )
□ お住まいに関する支出

1 家賃 万円/年
2 住宅ローン 現在の返済額 万円/年

□ お子さまに関する支出 現在の支出額 万円/年
1 結婚資金援助

2 住宅取得資金援助

平成21年3月31日

64歳昭和19年9月10日 生(世帯主・女性)かねこ様

-

1.家族構成について

2.金融資産について

3.現在の収入について

3,000 万円

88.8万円/年 以後

4.現在の支出について

0.0
-
0.0

35%

15%

1,500 万円
1,000 万円
500 万円

50%

65 歳 -

15.0 180.0

180.0 万円/年

-

- -
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基本項目のご確認(2)

□ 現在、住宅取得(買換え)の予定はありません。

1

2

3

4

5

6

7

□ その他の保険料 現在 万円/年 ～ - 歳 万円/年

□ 世帯主様退職後の希望生活費 万円/月 万円/年
□ 世帯主の退職予定年齢 退職一時金 万円

再就労による収入 万円/年
□ 配偶者の退職予定年齢 退職一時金 万円
□ 世帯主年金収入

1 公的年金
* 世帯主 万円/年

2 企業年金1
3 企業年金2
4 個人年金1
5 個人年金2

□ 配偶者年金収入 *在職老齢年金/高年齢雇用継続給付対応

1 公的年金
* 配偶者 万円/年

2 企業年金1
3 企業年金2
4 個人年金1
5 個人年金2

□ 公的年金加入歴 *在職老齢年金/高年齢雇用継続給付対応

世帯主

配偶者

(過去) 49 歳から 60 歳まで 厚生年金

61 歳から 65 歳まで 国民年金

--

65歳 0

-

-
65 歳から 75 歳まで

-

0.0 -

84.0
-

0.0

(過去)

0.0

5.住宅取得の計画

6.万一の場合の備えについて(世帯主の生命保険・ご家族の医療保障）およびその他保険料

(再就労) 65 歳から 60 歳まで 国民年金

7.退職後のプランについて
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基本項目のご確認(3)

□ その他の継続的な収入 (世帯主年齢)
1 万円/年
2 万円/年
3
4
5
6

□ その他の一時的な収入 (世帯主年齢)
1
2
3
4
5
6

□ その他の継続的な支出 (世帯主年齢)
1 万円/5年ごと
2 万円/年
3 万円/年
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

□ その他の一時的な支出 (世帯主年齢)
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

162
60

8.その他収入

9.その他支出

60

20

80 歳まで65 歳から
85 歳まで
85 歳まで

64 歳から 20
国内旅行 64 歳から

海外旅行
家族旅行

個人年金
65 歳から公的年金 99 歳まで

75 歳まで65 歳から
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ライフイベント表

ライフイベント表とライフリズム

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048
▼海外旅行

▼個人年金

64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104

ご家族の計画

配偶者

世帯主

配偶者

西暦(年度)

世帯主

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
ﾛｰﾝ残高

支出

収入

年間収支

貯蓄･負債残高

ご勇退
再就職

再退職
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今後のキャッシュフロー表(1)

今後４０年間の収支および金融資産残高の推移予想は以下のとおりです。 (金額の単位：万円）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

世帯主 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83

世帯主収入 180 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84
配偶者収入
世帯主年金
配偶者年金
その他収入 222 222 222 221 221 221 221 221 221 221 221 161 161 161 161 160 160 160 160

収入計 180 306 306 306 305 305 305 305 305 305 305 305 161 161 161 161 160 160 160 160
生活費 180 181 183 184 185 187 188 189 191 192 193 195 196 197 199 200 202 203 205 206
住宅費 89 89 90 90 91 91 92 93 93 94 94 95 95 96 97 97 98 98 99 99
ローン返済
保険料
子供関連費
税・社保 21 13 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
その他支出 40 100 40 40 40 40 100 40 40 40 40 99 40 40 40 40 99 40 40 40

支出計 330 384 322 323 325 327 389 331 333 335 337 398 340 342 344 346 408 350 352 354
　年間収支 -150 -78 -16 -18 -20 -22 -84 -26 -28 -30 -32 -94 -180 -182 -184 -186 -247 -190 -192 -194

流動性資産 1,358 1,286 1,277 1,265 1,252 1,236 1,159 1,139 1,117 1,093 1,066 978 803 626 445 261 15
確実性資産 1,030 1,061 1,093 1,126 1,159 1,194 1,230 1,267 1,305 1,344 1,384 1,426 1,469 1,513 1,558 1,605 1,653 1,702 1,754 1,806
利殖性資産 535 572 613 655 701 750 803 859 919 984 1,052 1,126 1,205 1,289 1,380 1,476 1,579 1,515 1,429 1,335
金融資産残高合計 2,923 2,920 2,982 3,046 3,112 3,181 3,192 3,265 3,341 3,420 3,503 3,530 3,477 3,427 3,382 3,342 3,248 3,218 3,183 3,141

住宅ローン残高合計

主なイベント

家
族
旅
行

国
内
旅
行

公
的
年
金

個
人
年
金

海
外
旅
行

か
ね
こ
様
再
就
職

か
ね
こ
様
再
退
職

※ 収入の内訳 支出の内訳
・世帯主/配偶者収入：年収･退職金･再就職収入 ・生活費：基本生活費 　・子供関連費：教育費･結婚/住宅取得援助費用
・世帯主/配偶者年金：公的年金など･企業/個人年金 ・住宅費：ﾛｰﾝ関連費を除く住宅関連費 　・税・社保：税金/社会保険料
・その他：継続/臨時収入･満期保険金 ・ﾛｰﾝ返済：ﾛｰﾝ返済額・繰上返済資金 　・その他：継続/臨時支出･収支余剰金・解約返戻金

・保険料：生命保険料/その他の保険料

金
融
資
産

西　暦　（年度）

年
　
齢

収
　
入

支
　
出

赤字分

税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。
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世帯主

世帯主収入
配偶者収入
世帯主年金
配偶者年金
その他収入

収入計
生活費
住宅費
ローン返済
保険料
子供関連費
税・社保
その他支出

支出計
　年間収支

流動性資産
確実性資産
利殖性資産
金融資産残高合計

住宅ローン残高合計

主なイベント

※

金
融
資
産

西　暦　（年度）

年
　
齢

収
　
入

支
　
出

赤字分

税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。

今後のキャッシュフロー表(2)

(金額の単位：万円）

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048
84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104

160 160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159
160 160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159 0 0 0 0 0
208 209 211 212 214 215 217 218 220 221 223 224 226 228 229 231 233 234 236 238 239
100 101 101 102 103 103 104 104 105 106 106 107 108 108 109 109 110 111 111 112 113

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
40 39
356 358 321 323 325 327 330 332 334 336 338 341 343 345 347 350 352 354 357 359 361
-196 -199 -161 -163 -166 -168 -170 -172 -175 -177 -179 -182 -184 -186 -189 -191 -352 -354 -357 -359 -361

1,860 1,916 1,974 2,033 2,094 2,157 2,221 2,288 2,357 2,427 2,500 2,429 2,318 2,201 2,078 1,950 1,656 1,351 1,035 707 367
1,232 1,120 1,037 947 847 739 620 491 351 198 33
3,093 3,036 3,011 2,979 2,941 2,895 2,841 2,779 2,707 2,626 2,533 2,429 2,318 2,201 2,078 1,950 1,656 1,351 1,035 707 367

試算の前提

7.000%
3.000%

1.201%
0.715%

-0.060%
0.680%

収入上昇率：

(利殖性)

物価上昇率：
教育費上昇率：

資産運用率：
(流動性)

入力値に連動住宅ﾛｰﾝ金利：
生活費上昇率：

(確実性)
0.500%
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今後の収支と金融資産残高の推移予想グラフ

今後４０年間の収支および金融資産残高の推移グラフは以下のとおりです。

今後40年間の収入・支出の推移予想

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円)
生活費 住宅費 ローン返済 保険料 子供関連費

税・社保 その他支出 収入計 　年間収支

金融資産残高の推移予想

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円)
流動性資産 確実性資産 利殖性資産 赤字分 金融資産残高合計
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今後の収支と金融資産残高(運用率別を含む)の推移予想グラフ

今後４０年間の収支および金融資産残高（運用率別を含む）の推移グラフは以下のとおりです。

※ 「運用率別金融資産残高の推移予想グラフ」は、貯蓄運用率を１～3％の幅で増減して計算した結果です。
物価上昇率等については設定値のままです。

今後40年間の収入・支出の推移予想

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円)

生活費 住宅費 ローン返済 保険料 子供関連費

税・社保 その他支出 収入計 　年間収支

金融資産残高の推移予想

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円)
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お住まいのご計画

  お住まいの種類 賃 貸
  お住まいの経費（家賃等）   　……………………………………………………0.0 万円/年 　   以後 88.8 万円/年

返済方法 返済開始年齢 借入金額

住宅ローンの返済について 現在の返済額 - 万円/年
返済額の対収入比率(税込) 0.0 ％
今後の返済総額(元利金） 0 万円

繰上返済予定 (1) - 万円
(2) - 万円
(3) - 万円
(4) - 万円

    鈴木様は、現在住宅を新たに購入されるご計画はありません。

　　　　　　　　　【予算】
(1) 購入物件価格 0 万円
(2) 諸費用(印紙税･登録免許税･保証料等） 0 万円

合計 0 万円(A)
　　　　　　　　　【準備できる資金】

(3) 自己資金（収入又は預貯金から充当） 0 万円
(4) その他資金（贈与等） 0 万円

合計 0 万円(B)

　　　　　　　　　【ローン借入金額】 (A-B)
(i)  - 0 万円
　　●金利
　　●返済方法   - - 年
　　●繰上返済：予定なし - 万円

(ⅱ)  - 0 万円
　　●金利
　　●返済方法   - - 年
　　●繰上返済：予定なし - 万円

　　　　　　　　　【ローン返済内訳】 ●月々のローン返済額計 0.0 万円/月
●ボーナス時の加算額計 0.0 万円/回

　返済額の対収入比率予想 0.0 ％
●返済額総合計 0 万円

※

　  うち、利息額合計 0 万円
　　　　　　　　　【参考数値】 ※繰上返済用資金を除きます。

購入予定年の前年の貯蓄額（予想） - 万円
準備できる資金(B)／予算(A) - ％
返済額の対収入比率（購入後５年間平均） - ％

　　　　　　　　　【年間経費】 - 万円/年

(注1) 購入時の諸費用には印紙税･登録免許税･保証料等が含まれます。

(注2) ローン返済額等の計算は、住宅ローンの金利や返済期間を前記の条件にして概算で行っています。

実際には、金利情勢や固定・変動の別、返済期間、ステップ返済の有無、段階金利の有無などの条件により変動します。

(注3) 「年間経費」は、推移表では物価上昇率を乗じた上で計上していますので、上記金額とは一致しない場合があります。

現在は、持ち家ではありませんが、今後の家族状況や生活設計を考えて

住宅取得プランも検討されてみてはいかがでしょうか。

-

-

1.現在のお住まいについて

2.住宅取得計画について

借入先名称 借入金利

ローン
・

その他の
年間経費

資金計画
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現在返済中の住宅ローンの返済推移は以下のとおりです。

（金額の単位：円）

返済期間
返済開始
世帯主年齢

うち月返済分
(万円)

借入金額
(万円)

返済方法

0　今後の返済総額

0　うち利息合計

期間 金利

借入金利の推移

当初当初 当初

円

1

2

3

4

円

0

0

0

0

0

0

0

元金残高

0借 入 金 額 合 計

返  済  金  額

元金部分年額 利息部分
繰上返済額

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

31

34

35

26

27

28

32

30

29

33

22

23

25

24

18

19

21

20

14

15

17

16

10

13

11

12

8

2

7

9

3

5

現在

6

4

経過
年数

円

現在返済中の住宅ローンについて

借入先名称

9

10

8

5

6

7

当初

残存期間

期間 金利

ローンC ローンD

期間 金利

計

ローンA ローンB

期間 金利

元金残高の推移

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

現在 6 11 16 21 26 31

（年）

(万円)

毎年返済額の内訳

現在 6 11 16 21 26 31

（年）

（万円）

元金部分 利息部分
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今後取得予定の住宅ローンの返済計画は以下のとおりです。

（金額の単位：円）

円

ローンE

2

3

ローンF

借入金額
(万円)

借入先名称

返  済  金  額 元金残高

元金部分年額 0利息部分
繰上返済額

1

6

4

経過
年数

8

2

7

9

3

5

10

13

11

12

14

15

17

16

18

19

21

20

22

23

25

24

31

34

35

26

27

28

32

30

29

33

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0借 入 金 額 合 計

0

0

うち利息合計 0

返 済 総 額 0

円

円

0

0

0

0

0

0

当初 当初

うち月返済分
(万円)

返済開始
世帯主年齢

10

5

6

7

8

1

返済期間

取得予定の住宅ローンについて

返済方法

9

4

借入金利の推移

期間 金利 期間 金利

計

元金残高の推移

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1 6 11 16 21 26 31

（年）

(万円)

毎年返済額の内訳

1

1

1

1

1

1

1 6 11 16 21 26 31

（年）

（万円）

元金部分 利息部分
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お住まいのご計画-繰上返済について-

返済中の住宅ローン (金額の単位：万円)

残債 繰上返済額 残債 繰上返済額
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

購入予定の住宅に係るローン

残債 繰上返済額 残債 繰上返済額
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

返済中の住宅ローン (金額の単位：万円)

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

購入予定の住宅に係るローン

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

繰上返済額 　返済総額 内利息総額 返済残期間 毎年の返済額

 - 

※ 上記の各数値は現時点における金額です。

※本試算結果は概算値ですので、実際の数値とは異なる場合があります。　

※本提案書のキャッシュフロー表には繰り上げ返済を実行した場合の結果が反映されております。

約 0 万円の節約効果が期待できます。

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合

返済タイプ実施時期

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合

月返済分 ボーナス返済分

住宅ローンの繰上返済予定

繰上返済による効果

返済タイプ
月返済分 ボーナス返済分

実施時期

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合

繰上返済をしなかった場合

繰上返済をした場合
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お住まいのご計画-繰上返済による節約効果-

金融資産残高の推移予想比較

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円) 繰上返済をした場合 繰上返済をしない場合

取得後40年間の年間収支の推移予想比較

-400

-350

-300

-250

-200

-150

-100

-50

0

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円) 繰上返済をした場合 繰上返済をしない場合



[ 17 ]

退職後の必要資金

　　世帯主の退職予定年齢： 65歳

(注)金額がマイナス表示されている項目は、それらが不足していることを示しています。

 退職後の必要自己資金　※1 65 歳時 70 歳時 75 歳時

   （Ｂ+Ｃ）-A +968 万円 +1,086 万円 +1,295 万円

 Ａ.退職後の必要資金 6,211 万円 5,357 万円 4,322 万円

  1.生活資金 3,508 万円 3,062 万円 2,507 万円

  2.住宅資金 1,707 1,485 1,212

  3.ローン返済 0 0 0

  4.保険料 0 0 0

  5.お子様関連資金 0 0 0

  6.税金・社会保険料 170 142 114

  7.その他の資金 825 669 488

 Ｂ.退職後の収入予定額 4,256 万円 3,263 万円 2,115 万円
  1.ご夫婦の年収(勤労収入) 801 万円 469 万円 84 万円

  2.退職金 0 0 0

  3.公的(老齢)年金･雇用継続給付 0 0 0

  4.私的(個人・企業)年金 0 0 0

  5.その他の収入 3,455 2,794 2,031

 Ｃ.準備済資金(金融資産残高) 2,923 万円 3,181 万円 3,503 万円
※C.準備済資金は表示年度の前年度末の残高です。

   （Ｂ+Ｃ）-A.1 +3,671 万円 +3,382 万円 +3,110 万円
※

(ご注意) 上記の各金額は、世帯主様退職時を基準として、
　　　 　　 長生きする方の平均余命までご夫婦がともに生存するものとしてその累計額を試算しています。
　　　 　　 なお、累計額を計算する際には、各年齢時点の金額を割り引いたうえで累計しています。

必要資金の総額の試算期間

　世帯主様退職時の年齢

　世帯主様退職時の平均余命

　その時点での年齢
　累計計算期間(平均余命後の年齢まで)

89 歳

   89歳末までの25年間

 　　 かねこ様　　　 65歳　　 

24 年

今後も着実な資産運用を心がけてください。

特にリスクの高い運用でハイリターンを狙う必要はありません。

世帯主が退職後に必要となる金額は…

特に生活資金を捻出するために必要となる金額は…

お子さま関連資金・住宅資金・その他の資金を除いて、最低限の生活資金だけをまか
なうことができるかを判定したものです。

ご希望の退職後の生活をおくれそうです。
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退職後のキャッシュフロー表(1)

世帯主ご勇退後の収支の推移予想は以下のとおりです。 (金額の単位：万円）

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

世帯主 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84

収入 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84
公的年金
企業年金
個人年金
収入
公的年金
企業年金
個人年金

その他収入 222 222 222 221 221 221 221 221 221 221 221 161 161 161 161 160 160 160 160 160
収入計 306 306 306 305 305 305 305 305 305 305 305 161 161 161 161 160 160 160 160 160

生活費 181 183 184 185 187 188 189 191 192 193 195 196 197 199 200 202 203 205 206 208
住宅費 89 90 90 91 91 92 93 93 94 94 95 95 96 97 97 98 98 99 99 100
ローン返済
保険料
子供関連費
税・社保 13 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
その他支出 100 40 40 40 40 100 40 40 40 40 99 40 40 40 40 99 40 40 40 40

支出計 384 322 323 325 327 389 331 333 335 337 398 340 342 344 346 408 350 352 354 356
　年間収支 -78 -16 -18 -20 -22 -84 -26 -28 -30 -32 -94 -180 -182 -184 -186 -247 -190 -192 -194 -196

流動性資産 1,286 1,277 1,265 1,252 1,236 1,159 1,139 1,117 1,093 1,066 978 803 626 445 261 15
確実性資産 1,061 1,093 1,126 1,159 1,194 1,230 1,267 1,305 1,344 1,384 1,426 1,469 1,513 1,558 1,605 1,653 1,702 1,754 1,806 1,860
利殖性資産 572 613 655 701 750 803 859 919 984 1,052 1,126 1,205 1,289 1,380 1,476 1,579 1,515 1,429 1,335 1,232
金融資産残高合計 2,920 2,982 3,046 3,112 3,181 3,192 3,265 3,341 3,420 3,503 3,530 3,477 3,427 3,382 3,342 3,248 3,218 3,183 3,141 3,093

住宅ローン残高合計

主なイベント

公
的
年
金

個
人
年
金

海
外
旅
行

か
ね
こ
様
再
就
職

か
ね
こ
様
再
退
職

※ 収入の内訳 支出の内訳
・世帯主/配偶者収入：年収･退職金･再就職収入 ・生活費：基本生活費 ・子供関連費：教育費･結婚/住宅取得援助費用
・公的年金：老齢年金など ・住宅費：ﾛｰﾝ関連費を除く住宅関連費 ・税・社保：税金/社会保険料
・その他：継続/臨時収入･満期保険金 ・ﾛｰﾝ返済：ﾛｰﾝ返済額・繰上返済資金 ・その他：継続/臨時支出･収支余剰金・解約返戻金

・保険料：生命保険料

金
融
資
産

税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。

西　暦　（年度）

年
齢

収
　
入

世
帯
主

配
偶
者

支
　
出

赤字分
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世帯主

収入
公的年金
企業年金
個人年金
収入
公的年金
企業年金
個人年金

その他収入
収入計

生活費
住宅費
ローン返済
保険料
子供関連費
税・社保
その他支出

支出計
　年間収支

流動性資産
確実性資産
利殖性資産
金融資産残高合計

住宅ローン残高合計

主なイベント

※

金
融
資
産

税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。

西　暦　（年度）

年
齢

収
　
入

世
帯
主

配
偶
者

支
　
出

赤字分

退職後のキャッシュフロー表(2)

(金額の単位：万円）

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42
2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049
85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105

160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159
160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159 0 0 0 0 0 0
209 211 212 214 215 217 218 220 221 223 224 226 228 229 231 233 234 236 238 239 241
101 101 102 103 103 104 104 105 106 106 107 108 108 109 109 110 111 111 112 113 113

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
39
358 321 323 325 327 330 332 334 336 338 341 343 345 347 350 352 354 357 359 361 364
-199 -161 -163 -166 -168 -170 -172 -175 -177 -179 -182 -184 -186 -189 -191 -352 -354 -357 -359 -361 -364

1,916 1,974 2,033 2,094 2,157 2,221 2,288 2,357 2,427 2,500 2,429 2,318 2,201 2,078 1,950 1,656 1,351 1,035 707 367 14
1,120 1,037 947 847 739 620 491 351 198 33
3,036 3,011 2,979 2,941 2,895 2,841 2,779 2,707 2,626 2,533 2,429 2,318 2,201 2,078 1,950 1,656 1,351 1,035 707 367 14

試算の前提
資産運用率：

教育費上昇率： 0.680% (流動性) 0.500%
-0.060%物価上昇率：

(利殖性) 7.000%

収入上昇率： 1.201%

住宅ﾛｰﾝ金利： 入力値に連動(確実性) 3.000%
生活費上昇率： 0.715%
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退職後のキャッシュフローグラフ

退職後の収入の推移予想
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金融資産残高の推移予想
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退職後の支出の推移予想
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公的年金受取予想グラフ

(金額の単位：万円)

平成 17年～
ご主人年齢 60歳～
基礎年金
厚生年金

　定額部分
　報酬比例部分
　経過的加算

共済年金
　定額部分

　厚生年金相当額
　職域年金相当額
　経過的加算

加給年金額
（高年齢雇用継続給付金）
支給停止額
ご主人合計

配偶者年齢
基礎年金
厚生年金

　定額部分
　報酬比例部分
　経過的加算

共済年金
　定額部分

　厚生年金相当額
　職域年金相当額
　経過的加算

振替加算
（高年齢雇用継続給付金）
支給停止額
奥様合計

ご夫婦合計
参考月額

公的年金および雇用継続給付の仕組み

世帯主の老齢年金

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

60歳
0歳

65歳
0歳

70歳
0歳

75歳
0歳

80歳
0歳

世帯主
配偶者

年額(万円)夫婦合計額

厚生年金

共済年金

基礎年金

加給年金額

振替加算

高年齢雇用継続
給付

在職支給停止額

雇用継続給付によ
る支給停止額

雇用継続給付調
整後支給額

配偶者の老齢年金
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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公的年金計算根拠

鈴木様の受給要件について

◆世帯主は、受給資格期間を満たすことができない恐れがあります。

   社会保険事務所にてご相談ください。

 -

 -

加入履歴の集計結果 (単位：年)

年金額計算に使用する期間 (単位：年)

総報酬制導入前
総報酬制導入後
総報酬制導入前
総報酬制導入後

平均標準報酬月額および平均標準報酬額について (単位：円)

総報酬制導入前
総報酬制導入後
総報酬制導入前
総報酬制導入後

※上記の各数値は入力データを元に試算したものです。実際とは異なる場合があります。

合算対象期間（カラ期間）

S36.4～で20～60の厚生期間(経過的加算)

厚生年金被保険者期間
S36.4～で20～60の共済期間(経過的加算)

 老齢基礎年金の加入期間

257,833
0

S36.4～S61.3の国民年金および
    S61.4からの1号保険料納付期間(20歳～60歳)

S61.4からの2号期間(20歳～60歳)

S61.4からの3号期間(20歳～60歳)

S36.4～S61.3の被用者年金期間(20歳～60歳)

国民年金保険料納付済期間
S36.4以後の被用者年金期間(～20歳/60歳～)

S36.4～S61.3の被用者年金加入者の配偶者で
               任意加入しなかった期間(20歳～60歳)

S36.3以前の被用者年金期間

2
0
0

220,000

退職時

0

14

#VALUE!

#######

#VALUE!

#######

#######

#VALUE!

#VALUE!
#VALUE!

配偶者

現　在

世帯主

64歳 0歳
受給開始時 退職時 受給開始時

####### #######

#VALUE!
#VALUE!

#######
####### #######
####### #######

#######
0 2
0 0

0
0

#VALUE!
#VALUE!
#VALUE!
#VALUE!

 共済組合
0

0 0

0 220,000
0 257,833

0
0

 被用者年金制度の加入期間

 中高齢特例期間( 厚生年金)

 厚生年金

共済組合員総期間

 厚生年金被保険者期間

 共済組合員期間

15

0

20年

0

15

0

0

必要な年数

0

0

11

0

11

0

11

9

11
15年必要な年数

9

#VALUE!

#VALUE!
15年

#VALUE!
必要な年数

20年

#VALUE!

14

21年

0 11

#######0 0

#######

#######

#######

#######

#######

#######

#######

必要な年数

必要な年数

11

11

0

#######

#######

#######

#######

64歳

必要な年数 25年

999歳 75歳

(女性)

0

0

《世帯主》　鈴木かねこ 様

     -

昭和19年9月10日生

3

11

0

0

0

0 #######

4

11

0

0

#######

#######

#######

#######

#######

#######

#######

#######

#######

#######

0

0

0

0

0

0

0

0

11 0

0

0 0

15歳 20歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 55歳 60歳 65歳 70歳 75歳世帯主

配偶者

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32

■国民年金
■３号期間
■厚生年金
■共済組合
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遺族のキャッシュフロー表(1)

現時点で世帯主に万一の場合の収支の推移予想は以下のとおりです(住宅取得を考慮)。 (金額の単位：万円）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

(世帯主) 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83

死亡退職金
配偶者収入
公的年金
その他の年金
その他 222 222 222 221 221 221 221 221 221 221 221 161 161 161 161 160 160 160 160

収入計 0 222 222 222 221 221 221 221 221 221 221 221 161 161 161 161 160 160 160 160
生活費 126 127 128 129 130 131 132 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144
住宅費
ローン返済
その他保険料
子供関連費
税・社保
その他 40 100 40 40 40 40 100 40 40 40 40 99 40 40 40 40 99 40 40 40

支出計 166 227 168 169 170 170 231 172 173 174 175 236 177 178 179 180 240 182 183 184
　年間収支 -166 -5 54 53 52 51 -10 49 48 47 46 -15 -16 -17 -18 -19 -80 -21 -23 -24

流動性資産 1,342 1,343 1,377 1,410 1,443 1,476 1,473 1,505 1,537 1,568 1,598 1,591 1,583 1,574 1,563 1,552 1,480 1,466 1,451 1,434
確実性資産 1,030 1,061 1,112 1,163 1,217 1,271 1,309 1,365 1,423 1,482 1,542 1,589 1,636 1,686 1,736 1,788 1,842 1,897 1,954 2,013
利殖性資産 535 572 621 672 727 785 840 906 977 1,052 1,133 1,212 1,297 1,388 1,485 1,589 1,700 1,819 1,947 2,083
　金融資産残高合計 2,907 2,977 3,109 3,246 3,387 3,532 3,623 3,777 3,937 4,102 4,274 4,392 4,517 4,647 4,785 4,929 5,022 5,182 5,351 5,530

主なイベント

家
族
旅
行

国
内
旅
行

公
的
年
金

個
人
年
金

海
外
旅
行

※ 収入の内訳 支出の内訳
・世帯主/配偶者収入：年収･退職金･再就職収入 ・生活費：基本生活費 　・子供関連費：教育費･結婚/住宅取得援助費用
・世帯主/配偶者の年金：公的年金･企業/個人年金 ・住宅費：ﾛｰﾝ関連費を除く住宅関連費 　・税・社保：税金/社会保険料
・その他：継続/臨時収入･満期保険金･死亡保険金 ・ﾛｰﾝ返済：ﾛｰﾝ返済額・繰上返済資金 　・その他：継続/臨時支出･収支余剰金・解約返戻金

・保険料：生命保険料/その他の保険料

税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。

金
融
資
産

西　暦　（年度）

年
　
齢

収
　
入

支
　
出

赤字分
住宅ローン残高合計
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(世帯主)

死亡退職金
配偶者収入
公的年金
その他の年金
その他

収入計
生活費
住宅費
ローン返済
その他保険料
子供関連費
税・社保
その他

支出計
　年間収支

流動性資産
確実性資産
利殖性資産
　金融資産残高合計

主なイベント

※ 税金、年金、社保は平成
20年4月現在の制度に基
づいて計算しています。

金
融
資
産

西　暦　（年度）

年
　
齢

収
　
入

支
　
出

赤字分
住宅ローン残高合計

遺族のキャッシュフロー表(2)

(金額の単位：万円）

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048
84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104

160 160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159
160 160 160 160 160 160 159 159 159 159 159 159 159 159 159 159 0 0 0 0 0
145 146 147 148 149 151 152 153 154 155 156 157 158 159 161 162 163 164 165 166 168

40 39
185 186 147 148 149 151 152 153 154 155 156 157 158 159 161 162 163 164 165 166 168
-25 -26 12 11 10 9 8 7 5 4 3 2 1 -1 -2 -3 -163 -164 -165 -166 -168
1,417 1,398 1,411 1,424 1,436 1,448 1,459 1,469 1,480 1,489 1,498 1,506 1,514 1,521 1,527 1,532 1,377 1,219 1,060 899 736
2,073 2,135 2,204 2,274 2,345 2,419 2,494 2,571 2,650 2,732 2,815 2,900 2,987 3,076 3,169 3,264 3,362 3,463 3,566 3,673 3,784
2,229 2,385 2,554 2,734 2,927 3,133 3,354 3,589 3,841 4,111 4,399 4,708 5,037 5,390 5,767 6,171 6,603 7,065 7,559 8,089 8,655
5,718 5,918 6,168 6,431 6,708 7,000 7,307 7,630 7,972 8,332 8,712 9,114 9,538 9,988 10,463 10,966 11,341 11,747 12,186 12,661 13,175

試算の前提

(利殖性) 7.000%

教育費上昇率： 0.680% (流動性) 0.500%
住宅ﾛｰﾝ金利： 入力値に連動(確実性) 3.000%
生活費上昇率： 0.715%

物価上昇率： -0.060% 収入上昇率： 1.201%資産運用率：



[ 25 ]

世帯主に万一の際の遺族の収支と貯蓄残高の推移

      現時点で世帯主に万一の場合の収支および貯蓄残高の推移は以下のとおりです。

今後40年間の遺族の収入・支出の推移予想

-200

-150

-100

-50

0

50

100

150

200

250

300

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円) 生活費 住宅費 ローン返済 その他保険料 子供関連費

税・社保 その他 収入計 　年間収支

金融資産残高の推移予想

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

64歳 69歳 74歳 79歳 84歳 89歳 94歳 99歳 104歳

世帯主年齢

(万円) 流動性資産 確実性資産 利殖性資産 赤字分 　金融資産残高合計
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遺族年金の受取予想グラフ

　　　　※本グラフは物価上昇を考慮していません。

(金額の単位：万円)

平成 21年～

配偶者年齢
末子年齢
遺族基礎年金
遺族厚生年金
遺族共済年金
中高齢寡婦加算
経過的寡婦加算
配偶者自身の老齢年金
配偶者合計

遺族年金推定額試算の前提

 遺族厚生年金の支給要件 該当なし
 遺族共済年金の支給要件 該当なし
 遺族厚生年金・遺族共済年金の併給調整 該当なし

厚生年金加入期間
平均標準報酬月額/平均標準報酬額
共済組合員期間
平均標準報酬月額/平均標準報酬額

 老齢年金・遺族年金の併給調整 -なし-

9年
220,000円

総報酬制導入前 総報酬制導入後
2年

257,833円

遺族年金のしくみ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

- 歳
- 歳

配偶者
末　子

(万円)
遺族厚生年金 遺族共済年金 遺族基礎年金 中高齢寡婦加算 経過的寡婦加算 配偶者老齢年金
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万一の場合の備えについて

 万一の際に 世帯主 64 歳時 74 歳時 84 歳時
  準備が必要な資金 C-(A+B) +2,699 万円 +3,331 万円 +2,983 万円 (ア)

 Ａ．必要資金の総額 166 万円 175 万円 185 万円
  1.ご家族の生活資金 126 万円 135 万円 145 万円

  2.住宅資金 0 0 0

  3.ローン返済 0 0 0

  4.その他保険料 0 0 0

  5.お子様関連資金 0 0 0

  6.税金・社会保険料 0 0 0

  7.その他の資金 40 40 40

 Ｂ．万一の際の諸費用 135 万円 134 万円 133 万円

  1.整理資金 45 万円 45 万円 44 万円

  2.生活予備資金 90 89 89

 Ｃ．準備済み資金の総額 3,000 万円 3,641 万円 3,301 万円

  1.死亡退職金 0 万円 0 万円 0 万円

  2.配偶者様の収入等 0 0 0

  3.遺族年金･配偶者自身の老齢年金 0 0 0

  4.その他の年金 0 0 0

  5.その他の収入 0 221 160

  6.預貯金等 ※1 3,000 3,420 3,141
※1.預貯金等は表示年度の前年度末の残高です。

(注) 金額がマイナス表示されている項目は、それらが不足していることを示しています。

 保険で既に用意されている 64 歳時 74 歳時 84 歳時
  金額 (付保額) 0 万円 0 万円 0 万円 (イ)

万円 万円 万円

現在の 64 歳時 74 歳時 84 歳時
　　保険金充足度 +2,699 万円 +3,331 万円 +2,983 万円

(ご注意) 上記の各金額は、世帯主様の各年齢時点から、
              配偶者が平均余命まで生存するものとしてその累計額を試算しています。
              なお、累計額を計算する際には、各年齢時点の金額を割り引いたうえで累計しています。

必要資金の総額の試算期間 配偶者 末子 配偶者 末子 配偶者 末子
#VALUE! #VALUE! #VALUE! ######

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! ######

試算の前提

生活予備資金   現状生活費の6ヶ月

末子独立までの生活費：現状生活費の70%
末子独立後の生活費：現状生活費の49%

世帯主に万一時の配偶者/末子年齢

#VALUE!

その時点での配偶者/末子年齢

1.世帯主に万一のことがあった場合、今後必要となる資金は…

2.現状での保障状況は…

3.新たに準備する必要のある死亡保障額は…

#VALUE!累計計算期間(配偶者の平均余命)と #VALUE!




